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1．開 会 

 

【事務局（鶴岡）】  本日はお忙しいところ、第４回手賀沼・印旛沼・根木名川圏域流域

懇談会 印旛沼部会にご出席いただきまして、ありがとうございます。本日の司会進行を

務めさせていただきます、千葉県印旛地域整備センター調整課の鶴岡でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 初めに、委員の委嘱につきまして、事務局より報告させていただきます。 

 当流域懇談会の規約で、再任を妨げないとなっておりますことから、前回までの委員の

皆様に、引き続き委員に就任していただけるか、ご意向を確認しましたところ、前回まで

座長を務められた元千葉工業大学教授、高橋彌様から辞意が表明されました。 

 そこで、河川にかかわる学識経験者として、今回から東京理科大学教授、出口浩様に委

員に就任していただきます。出口教授におかれましては、東京理科大学理工学部土木工学

科で教鞭をとられ、私たちにとって最も身近な存在である水環境を研究テーマの１つとし

て、次世代に水を残していく基礎研究にも取り組まれています。また、その研究の中で、

環境工学や衛生工学の観点から、河川や水質の保全に携わっていらっしゃいます。 

 前回まで座長を務められた元千葉工業大学教授、高橋彌様にかわり、この大役を地域へ

の社会貢献の１つとして快く引き受けていただきました。また、当部会のほか、手賀沼部

会並びに江戸川左岸圏域流域懇談会についても座長を務めていただくこととなりましたの

で、この場をおかりしまして、事務局一同厚くお礼申し上げます。 

 出口座長には、この後、改めてごあいさつをちょうだいしたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 ここで、各委員の皆様を事務局より紹介させていただきます。各委員のお名前を読み上

げますので、よろしくお願いします。 

 座長の出口様です。 

 学識経験者としまして、千葉県水産総合研究センター（内水面水産研究所）上席研究員、

梶山様です。 

 千葉県立中央博物館副館長、中村様です。 

 我孫子市鳥の博物館館長、杉森様です。 

 千葉県環境研究センター水質環境研究室長、小倉様です。 
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 財団法人千葉県教育振興財団文化財センター調査研究部長、矢戸様です。 

 河川利用者、農業水利・漁業・用水関係者としまして、印旛沼土地改良区理事、鈴木様

です。 

 独立行政法人水資源機構千葉用水総合事業所所長の井爪様の代理で橘本様です。 

 印旛沼土地改良区理事長、清水様は、本日、欠席の連絡がございました。 

 印旛沼漁業協同組合代表理事組合長、椿様におかれましては、欠席の連絡を受けており

ます。 

 続きまして、河川利用者・地元代表者といたしまして、印西市地元代表、岡田様です。 

 白井市地元代表、血脇様です。 

 佐倉市地元代表、金山様です。 

 栄町地元代表、岡田様です。 

 印旛村地元代表、岩井様です。 

 本埜村地元代表、織原様です。 

 船橋市地元代表、高山様の代理で倉田様です。 

 千葉市地元代表、細矢様です。 

 八千代市地元代表、有光様です。 

 関係市町村といたしまして、千葉市長、鶴岡様の代理で松本様です。 

 船橋市長、藤代様の代理で鹿谷様です。 

 成田市長、小泉様の代理で加藤様です。 

 佐倉市長、渡貫様の代理で角田様です。 

 八千代市長、豊田様の代理で橋口様です。 

 鎌ヶ谷市長、清水様の代理で高地様です。 

 四街道市長、高橋様です。 

 八街市長、長谷川様の代理で大塚様です。 

 白井市長、中村様の代理で海老原様です。 

 酒々井町長、小坂様です。 

 栄町長、川﨑様です。 

 印旛村長、佐藤様です。 

 本埜村長、小川様です。 

 印西市長の山﨑様におかれましては、欠席の連絡をいただいております。よろしくお願
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いします。 

 当懇談会の顧問といたしまして、国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所所長、

二階堂様の代理で鴨下様です。 

 今回、委員の新任並びに再任となる委員の方には、お手元に当懇談会の委員委嘱状をご

用意させていただいております。事前に委員委嘱への意向を伺っており、異存なしとの回

答をいただいておりますので、これをもちまして委嘱状の交付とさせていただきます。お

手元の封筒に入っておりますので、よろしくお願いします。 

 なお、手賀沼・印旛沼・根木名川圏域流域懇談会の第５回手賀沼部会にて規約を改正し

ており、この印旛沼部会においても同様に規約を改正することとし、委嘱の期間を委嘱の

日より２年間とさせていただいておりますので、ご了承願います。 

 事務局の紹介につきましては、配付しております座席表にて紹介にかえさせていただき

ます。よろしくお願いします。 

 続きまして、資料の確認をさせていただきます。 

 まず、事前に送付させていただいた資料の確認をさせていただきます。 

 資料をお忘れの方は挙手をお願いしたいと思いますけれども、いらっしゃいますでしょ

うか。よろしいですか。 

 では、資料の確認をさせていただきます。 

 緑色の紙ファイルに、懇談会の議事次第、印旛沼部会規約、委員の名簿。 

 資料１、「事業実施状況」。 

 資料２、「高崎川住宅市街地基盤整備事業の事業再評価」。 

 資料３、「印旛沼浸水想定区域図作成状況」。 

 資料４、「第４回印旛沼再生行動大会」。 

 資料５、「手賀沼・印旛沼・根木名川圏域河川整備計画」。 

 資料６、「利根川水系河川整備計画」。 

 以上の資料をとじております。 

 なお、資料５、６は、口頭説明のため、表紙のみをとじております。 

 次に、本日お配りしました資料を確認させていただきます。 

 座席表、資料６の説明資料として、「策定までの流れ」というカラー版の両面の１枚物で

ございます。 

 それと「傍聴にあたってのお願い」、これも１枚でございます。 
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 あと、資料１のページ１９から２３までの分と、資料２、すべての差しかえ分の資料を

お手元に置いてございます。資料１の１９ページから２３ページ、それと、資料２のすべ

ての差しかえ分を各委員の皆様の机の上に置いてございます。 

 あと、今回説明した内容につきましてのご意見等をいただく意見用紙が配付されており

ます。何か不足のものがありましたら、お願いしたいと思います。 

 本日、一般傍聴される皆様には、座席表、資料６の説明資料、「策定までの流れ」を書い

たものでございます。「傍聴にあたってのお願い」、ご意見・ご感想などをいただく意見用

紙。懇談会の資料一式。 

 なお、先ほど言いました差しかえは済ませておりますので、中にとじ込んでおりますも

のを配付しておりますので、確認をお願いしたいと思います。 

 この懇談会での一般傍聴の方のご意見の発言はできませんが、意見用紙により提出する

ことができますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料をもとに、懇談会次第に沿って進めさせていただきます。 
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2．挨 拶 

 

【事務局（鶴岡）】  まず、会に先立ちまして、事務局を代表いたしまして、千葉県印旛

地域整備センター所長の田邊よりあいさつを申し上げます。よろしくお願いします。 

【田邊所長】  ただいまご紹介がありました千葉県印旛地域整備センター所長の田邊で

ございます。事務局を代表いたしまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 本日は、年度末、大変お忙しい中、第４回手賀沼・印旛沼・根木名川圏域流域懇談会 印

旛沼部会にご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

 また、委員の皆様方におかれましては、日ごろから河川行政の推進につきまして、格別

のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 当流域懇談会は、手賀沼・印旛沼などの各流域の河川整備につきまして、学識経験者の

皆様、地域住民の皆様並びに関係市町村長さんの意見を聞く場といたしまして設置された

もので、河川事業を適正に評価する場として活用されてきたところでございます。過去３

回、懇談会が開催されておりまして、委員の皆様から貴重なご意見やご指導をいただいた

ところでございます。改めて御礼申し上げます。 

 本日の議事についてでございますが、１つ目といたしましては、前回の平成１６年３月

の第３回懇談会で河川整備計画を取りまとめたところでございますが、今回は、その後、

各河川で実施しております事業の整備状況について説明させていただくこととしておりま

す。 

 また、２つ目の議題としては、高崎川住宅市街地基盤整備事業の事業再評価でございま

す。事業再評価と申しますのは、公共事業の効率性・透明性の一層の向上を図るため、千

葉県が進める事業について、事業採択から５年あるいは１０年ごとに、事業の継続等につ

いて評価監視委員会において審議を行うものでございますが、河川事業、ダム事業におき

ましては、流域懇談会等が設置されている場合は、評価監視委員会にかえて、流域懇談会

等で審議を行うものとされております。本日、皆様にご審議いただく高崎川の住宅市街地

基盤整備事業は、平成９年度に事業開始してから１０年が経過いたしますので、事業の継

続等につきまして、委員の皆様方からご意見をいただこうとするものでございます。ご審

議のほどをよろしくお願いいたしたいと思います。 

 今後とも、河川整備につきましては、当懇談会並びに各方面からのご意見をいただきな
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がら計画的に進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくご指導のほどをお願い申

し上げまして、簡単ではございますが、あいさつとさせていただきます。本日はよろしく

お願いいたします。 

【事務局（鶴岡）】  どうもありがとうございました。 
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3．座長挨拶 

 

【事務局（鶴岡）】  続きまして、出口座長よりごあいさつをいただきたいと思います。

座長、よろしくお願いします。 

【出口座長】  皆様、こんにちは。座長を仰せつかりました出口と申します。手賀沼・

印旛沼・根木名川圏域の流域懇談会 印旛沼部会ということで、前任の座長の高橋先生の

後を受けるということで、大変身の引き締まる思いをして、この場に立たせていただいて

おります。 

 お伺いしましたところ、地元の皆さんの意見を河川計画に反映して、そして、それを遂

行する。その遂行がちゃんとされているのかというのを確かめる、そういう大切な部会で

あるということを伝え聞いております。 

 ということは、地元の方にとっても、そして、行政を担当される方々にとっても、今日

は大切な１日になろうかと、こう思います。年度末の大変お忙しい中ですけれども、こう

やってご出席いただいたことを改めて感謝申し上げたいと思います。 

 そして、この部会の目的を達成するためには、委員の皆様の活発なご発言、そして、広

い深いご経験、ご見識からのご指導を賜りたいと、このようにお願い申し上げて、簡単で

はございますけれども、私のあいさつとさせていただきたいと思います。どうぞよろしく

お願いします。 

【事務局（鶴岡）】  ありがとうございました。 
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4．議 事 

 

4-1 議事（１）「事業実施状況」 

 

【事務局（鶴岡）】  それでは、議事に入りたいと思います。議事の進行は、懇談会規約

により出口座長にお願いしたいと思います。座長、よろしくお願いします。 

【出口座長】  それでは、早速、次第の４番、議事に移らせていただきます。 

 （１）「事業実施状況」、資料１ということでございます。この資料に基づいて、事務局

側からご説明をいただきたいと思います。事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（鈴木）】  千葉地域整備センターの建設課の鈴木でございます。これから最初

に、印旛放水路の事業実施状況につきまして説明させていただきます。資料１の「事業実

施状況」のページ１をごらんください。 

 最初に、印旛放水路の概要についてご説明いたします。 

 印旛放水路は通常、花見川と呼ばれておりますけれども、正式には一級河川印旛放水路

ということになってございます。 

 印旛放水路につきましては、印旛沼の西、印旛村から八千代市大和田地先の大和田排水

機場を経まして、千葉市花見川区検見川地先の東京湾へ注ぎます延長１８.９６キロに及ぶ

人工の河川です。 

 中流部は都市部に近接していますけれども、良好な自然環境が保存されておりまして、

野鳥や淡水魚の生育の場となっておりますことから、一般市民の格好の散策の場となって

親しまれているところでございます。 

 昭和３８年に印旛沼の開発事業が発足しまして、水資源開発公団にこの放水路工事が引

き継がれて、昭和４４年度に完成いたしました。それと同時に一級河川の指定がなされま

して、現在に至っております。 

 放水路のほぼ中央に当たります八千代市大和田地先に設けられました排水機場により、

河川の性格形状は大きく異なりまして、平常時は、これから上流のほうは印旛沼に注ぎま

して、貴重な水資源となっております。また、下流側は、その流域の水を集めまして東京

湾に注いでいますが、洪水の折には、沼側のほうからポンプの強制運転によりまして、東

京湾へ強制排水しまして、沼の水位を調整するといった洪水調整機能を持っているところ
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でございます。 

 大和田排水機場から沼側の流路と護岸は、住宅宅地関連事業によりまして、平成６年度

に整備が完了しております。 

 また、下流部の新幕張橋から長作制水門までの２,５００メートル区間及び大和田排水機

場までの７,９００メートル区間につきましては、おのおの高潮対策事業、基幹改修事業で

整備を図っているところでございます。 

 各事業とも、都市部の貴重な公共空間整備のため、できるだけ自然環境に配慮した工法

を採用することとしております。 

 ２番としまして、今実施しております印旛放水路下流部の暫定改修についてご説明いた

します。 

 １番目に、改修の必要性ですが、印旛放水路の下流部は、図面が３ページ目にございま

すが、ここの緑で囲われました６１.６５キロ平米の流域面積を持っておりまして、流路延

長は１２.９キロでございます。流域の大部分は八千代市と千葉市で占められております。 

 流域は、首都圏に近いこともありまして、市街化が急激に進んでおりまして、このため、

治水安全度が低下しておりまして、上流に合流する八千代川の支川の高津川、千葉市から

来ます勝田川を中心としまして、過去、浸水被害が頻発しているところでございます。 

 このため、被害軽減のために対策工事が進められまして、高津川は八千代市によりまし

て平成１２年度に改修が完了しました。また、勝田川も千葉市により、現在、改修が進め

られておりまして、平成１８年度には印旛放水路合流付近の拡幅・護岸工事を着手する予

定です。 

 本川の合流先の印旛放水路につきましては、支川からの流入量が増大するということで、

流下能力が不足するため、早急に改修する必要があります。確率規模１０分の１の一次改

修というものをこれまで進めてこようとしてきたところなんですけれども、これについて

は多大な事業費と期間を要することから、支川の改修と整合を図るために、早急に治水効

果が発現される暫定改修計画を実施することとしました。その流域概要図が３ページの図

面でございます。 

 ２番としまして、資料の２ページですが、暫定改修計画の規模でございます。 

 短期間で事業効果が発現できる規模であること。２番としまして、高津川及び勝田川と

の治水安全度の整合が図れること。以上によりまして、確率規模３分の１、これは３年に

一遍の雨に対応できるという規模のものでございますが、そういった暫定改修計画を策定
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しました。 

 それの内容でございますが、暫定改修計画としまして、時間雨量は、４ページの図１－

１という、下が確率規模というあれで、縦が時間雨量ということで、今回は３８.６ミリと

いう時間雨量に対応します３分の１の確率規模の整備ということでございます。 

 流量の配分計画ですが、これは沼側のほうは入っておりませんが、大和田排水機場のと

ころで１２０トンという数字がありまして、高津川、勝田川が合流しまして、下流側のほ

うに２２０トン、２７０トンと流れていきます。下の括弧書きは現況の流下能力というこ

とでございまして、現況は約１.７分の１、そういったおおむねの確率規模に対応するとい

う断面でございます。 

 対象の区間としましては、長作制水門から勝田川の合流点間ということで、約６.８キロ

でございます。 

 ３番目としまして、暫定改修計画における整備計画でございますが、勝田川合流部の本

川上流区間の住宅地部分の水位を効果的に下げるために、長作制水門と天戸制水門は現状

のままとしまして、現況の低水路ということで、川の中心部を計画箇所まで掘り下げる工

法で進めております。期間としましては、平成１６年から平成２０年度を考えております。 

 その概要としましては、延長が６.８キロで、全体の掘削土量としては約１３万立方メー

トルでございます。事業費は、おおむね２０億円強でございます。 

 改修の断面図としましては、４ページの一番下の断面図を見ていただきたいと思います

が、現在の川の中心部を約１メートルから２メートル程度、バックホウ台船という船によ

りまして掘削しまして、箇所を下げるといったことで断面を大きくするということでござ

います。 

 河道掘削の進捗状況でございますが、１６年度に工事に着手しまして、平成１８年度末

までに天戸制水門から勝田川合流点間の工事を発注しまして、鋭意工事を今実施している

ところでございます。 

 また、１９年度以降は、下流側の天戸制水門から長作制水門間約２.５キロの河道掘削を

実施しまして、平成２０年度までに完成を予定してございます。 

 次に、暫定改修後の計画ということでございますが、今回の暫定改修によりまして、確

率規模３分の１の流下能力を確保されるわけですけれども、その後は、また下流側から１

０分の１の一次改修を実施していきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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【事務局（高柳）】  引き続きまして、桑納川の河川改修事業の進捗状況についてご説明

差し上げます。葛南地域整備センターの高柳と申します。パワーポイントで説明させてい

ただきます。 

 これから説明する主な内容ですが、１番目、桑納川の事業区間ということで、桑納川の

全体的な位置関係、それを再確認させてもらいます。そして、現在進めている事業区間を

紹介いたします。 

 ２番目といたしまして、桑納川の事業概要を説明します。 

 ３番目として、事業採択までの経過を説明しまして、最後、４番目としまして、本題で

ございます事業進捗状況について、過年度、そして本年度の工事の実施状況について、現

場写真をまじえて紹介したいと思います。 

 それでは、１番目ですが、これが桑納川の流域になるんですが、ちょうどこの赤い部分

が、現在進めている事業区間になります。ちょうど重要河川、船橋市さんが管理しており

ます木戸川から、ちょうど上流端が、ＵＲさんで進めている坪井の区画整理、その区間が

約１,６００メートルございます。 

 また、こちら、ちょっと見づらいんですが、桑納川の右支川になるんですが、こちらの

石神川、これも桑納川の河川事業の一環として取り組むことになっておりまして、桑納川

の合流点から約１,５５０メートル、これが事業区間になっております。 

 ただ、こちら、桑納川の本川の整備を現在優先して進めておりましたので、まだ石神川

は着手してない状況です。したがいまして、本日の説明の中では石神川の説明を省略させ

ていただきますので、ご了承ください。 

 続きまして、桑納川の事業の概要ですが、ちょうど、こちら、図面の左側、こちらが下

流側になります。この河川、現況の治水安全度が２分の１確率ということで、たびたび浸

水被害が発生している状況でございます。したがいまして、この事業区間であります１,

６００メートル区間につきましては、１０年確率で河川整備を行うということで、左下に

横断図がございますけれども、この細線、これが今、現況の河川の状況です。幅としまし

ては、約二、三メートルの小河川でございますが、今回の河川整備につきましては、この

太線のように、約２０メートル程度の川幅に広げるようなことになっています。 

 また、こちら、駒込川との合流点、ここに１号調節池という調節池を１つ設けまして、

あと、河川整備に合わせまして、こちら、橋梁が６橋ございますが、こちらの架け替えを

行う予定になっております。 
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 続いて、事業採択までの簡単な経緯ですけれども、この河川、流域はほとんど田んぼな

んですが、上流のほうに規制市街地が広がっておりまして、ちょうど昭和５０年の後半ぐ

らいからなんですが、都市化の進展とともに洪水被害が増大いたしまして、抜本的な河川

整備の必要性が生じたと。そこで、一級河川に指定しまして、千葉県が整備することにな

ったと。途中の経緯は割愛させていただきますけれども、そうした大規模な区画整備事業

の計画が具体化したのが平成１０年。この開発を踏まえた治水計画を策定いたしまして、

その際、桑納川のさらなる指定の延伸、そして、先ほど申しました支川の石神川、これも

新規に一級河川を指定いたしまして、国の圃場採択を受けて、現在、この計画に基づいて

事業を進めているところでございます。 

 それでは、事業の実施状況を説明いたしますが、一応、皆様のお手元にございます１７

ページにも、大きな図面で、参考図ということで、工事箇所、こちらでも位置的なものを

確認していただければと思います。 

 まず初めに、過去行った工事の実施状況なんですが、この写真が、ちょうど木戸川との

合流点、工事の改修前なんですが、ちょうどサッキュウが崩壊しまして、付近にはたくさ

んのごみが投棄されて、荒廃著しい河川の状況でございました。 

 次は、改修直後の状況です。改修直後でもありまして、植生が全くない殺風景な河川風

景となっております。 

 続いて、施工後１年半、つい２週間前の状況です。植生がうまく活着いたしまして、河

川らしい風景になっていると感じます。 

 次に、合流点から約２５０メートルほど上流にいったところに橋がございます。これ、

高古橋といいまして、平成１５年度に河川の計画の幅に合わせてかけかえました。 

 次に、先ほど紹介しました調節池の予定地付近の状況です。左側の赤いハッチ、これが

ちょうど調節池の予定地になっておりまして、右側、これは河川の改修を終えた区間にな

っております。写真の中でわかりづらいんですが、周りの周囲堤と、これ、囲繞堤という

んですが、こちらの部分については地盤改良を終えておりまして、また、下流の掘削土を

こちらの調節池予定地に持ってきまして、天日乾燥させまして、この工事の中で必要な築

堤材料等にも転用しているような形をとっております。 

 続いて、この上流のほうに桑納川１号橋というのがございまして、こちらでは、既設の

橋の下に水道管がございまして、橋のかけかえに支障になるということで、水道管の移設

が必要になりました。このため、右手の丸印、これがこのたびかけかえました水道管の単
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独の橋、いわゆる水管橋というものですが、これを一応整備いたしました。 

 また、橋の工事に先立ちまして、左の赤い線のような迂回路工事を実施したところでご

ざいます。 

 続きまして、その上流に、主要地方道の千葉鎌ヶ谷松戸線という県道橋がございます。

こちらも橋をかけかえるわけですが、こちらも橋のかけかえ工事に先立ちまして、昨年、

県道の迂回路を整備いたしました。ちょうど青い線が昔の道路の形態、赤い線が、かけか

えに支障ならないように、大きく迂回させて道路を築造したところでございます。 

 以上が、過年度実施した主な工事の内容でございます。 

 続きまして、平成１８年度、現在、現地で実施している工事の状況ですが、先ほど説明

した高古橋、この直上流のところで文化財の発掘調査を行っている状況です。実を申しま

すと、これ、一昨年ですが、桑納川の中流で釣りに興じていた一般の方が土器を発見され

まして、これを地元の郷土資料館に鑑定をお願いしたところ、縄文土器と判明されまして、

その後、先ほど申しました高古橋、その直下流でも同様の土器が発見されまして、これが

契機となって、工事着手前に本格的な発掘調査が必要となった次第でございます。今、矢

板で河川に水が入らないように閉め切っておりまして、人海戦術で土器を発掘しているよ

うな状況です。 

 続いて、これは遺物を壊さないように、周辺の土を取り除いている作業の状況です。幾

つも土に覆われた遺物を見ることができますが、このように、聞くところによると、川か

ら土器が発見されるのは珍しいということで、いわゆる洪水によって流され、そして、堆

積したものは多々あるそうですが、こうした川底からちゃんとした形で見つかるというの

は、遠い昔、そこに生活の場がありまして、川が流路を変え、そういった証拠でもあるん

じゃなかろうかという話だそうです。我々、いわゆる遺跡は大地上にあるなんて認識して

おりましたけれども、こういった一般常識はもはや通用しないそうです。河川のような、

こういった低平地においても、事前の調査がとても重要だというのを知った次第です。 

 続きまして、先ほど説明した桑納川１号橋の現場ですが、こちら、現在、ちょうど橋げ

たと、支える橋台と呼ばれる地中構造物を築造する予定ですが、その際、支障となる既設

の水道施設がまだ地下にありますので、これを撤去するために、河川を切り回す工事を行

っているところでございます。 

 続いて、これが桑納川１号橋の図面になります。この橋の完成予定は今年９月末を予定

しておりまして、ちなみに、この図面、地元に回覧した工事のお知らせに添付した図面を
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引用しております。 

 続いて、先ほどご紹介した県道橋の部分ですが、ちょうど右手に水道管の移設工事、こ

れが始まりまして、一応、現場事務所が立ち上がっております。 

 次、これはちょうど県道橋から上流を眺めた様子です。両岸に、こういった矢板で仕切

られたものがございまして、現在、これは水管橋の橋台、これを築造するために掘削して

いる状況です。この工事自体は、平成２０年３月の完成を目途に進められているところで

す。 

 一応、これが水管橋の図面ですが、この黒い部分が構造物になりまして、この赤い部分

をつくるために、先ほどの掘削の状況があるわけです。 

 次は、桑納川が１号橋から、とりあえず上流端の４号橋まで予定している河道掘削の工

事予定個所の状況ですが、まず左の写真、これが桑納川２号橋から下流のほうを眺めたと

ころです。右側の写真が、ちょうど最上流端、桑納川４号橋から下流を眺めたものです。 

 １年間の用地買収が完了いたしましたので、少しでも事業効果を発揮させるということ

で、右上の断面図の赤い部分に当たるようなところ、掘削いたしまして、治水安全度の向

上を図ろうということで、工事を予定しております。 

 最後に、桑納川の工事に対する住民への広報ということで、こちら、よくあるのは、１

件工事ごとに、業者さんから工事のお知らせというものを配布するわけですが、今回、長

い延長で、広範囲で工事展開を行うということで、複数の工事をまとめて、ここに記載し

たようなお知らせを作成いたしまして、地元で回覧してもらっております。その中で、工

事の必要性、工事の内容等について周知を図っております。 

 なお、今後も、工事の展開等、適宜、変わった都度、その辺の情報を提供していく予定

でおります。 

 次ページは、お知らせに添付した工事用の案内図でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

【事務局（畠山）】  印旛地域整備センター建設課の畠山です。 

 印旛沼・鹿島川・高崎川の事業実施状況を説明させていただきます。座ったまま説明さ

せていただきます。 

 説明する内容ですが、事業箇所の説明をさせていただき、続いて、それぞれの事業実施

状況を説明させていただきます。 

 印旛沼では、水環境改善を目的に、流域全体で行われている統合河川環境整備事業及び
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治水安全度の向上を目的に、都市河川改修事業が実施されています。 

 また、佐倉市街地でたびたび発生する浸水被害の軽減を目的に、鹿島川工区、高崎川工

区が一連区間として、都市河川改修事業、住宅市街地基盤整備事業を実施しています。 

 本日は、事業再評価区間の上下流で実施している印旛沼・鹿島川・高崎川の事業を説明

させていただきます。 

 最初に、印旛沼工区ですが、印旛沼開発事業により一次改修が完了していますが、軟弱

地盤上に構築された堤防のため、圧密沈下が継続的に発生し、最大５０センチの沈下を生

じております。また、河川構造令が制定される前に構築された堤防のため、堤防幅員も不

足しており、治水安全度が低下しております。概要図は、計画堤防高及び幅員を満足して

ない箇所を緑色で着色しています。ほとんど改修が必要な状況になっております。このよ

うな状況であるため、治水安全度を高めるために、堤防のかさ上げ、拡幅を実施します。 

 盛り土に使用する材料は、沼内発生土、事業間流用土を用いましてコスト縮減を図ると

ともに、県立印旛・手賀自然公園区域内での事業でありますので、環境保全に留意し、事

業を進めます。 

 これは、印旛沼流域図ですが、流域面積が約５４１平方キロメートルあります。西印旛

沼が流域の約８割を抱えているため、洪水時は西印旛沼が先にピーク水位となり、その後、

北印旛沼がピーク水位になるという水位差が発生しています。この西印旛沼のピーク水位

を安全に北印旛沼に移動し、円滑に水位差を解消するため、印旛水路の掘削を実施します。 

 以上、堤防のかさ上げ、拡幅、印旛水路の掘削で治水安全度を高めることが印旛沼工区

の主な概要です。印旛沼工区につきましては、平成１６年度に事業化され、現在、工事着

工のための詳細調査を進めております。 

 次に、鹿島川工区ですが、印旛沼から高崎川合流点まで２,７００メートルの延長で事業

を実施しています。事業は、おおむね１０年に１度の降雨が発生した場合に浸水被害を解

消することを目的として、時間雨量５０ミリに対応できるよう整備します。現在、佐倉橋

の２５０メートル下流まで、約１キロの掘削が完了しています。今年度中に、京成橋梁下

流までの掘削・築堤の工事に着手します。京成橋梁から上流は、鋭意、用地買収を進めて

おります。 

 事業内容は、河道拡幅に伴う掘削・築堤でございます。盛り土に使用する材料は、発生

土を利用し、搬出土につきましては、事業間流用を行って、コスト縮減を図っております。

環境面では、掘削箇所については、植生の復活を期待し、土羽構造とし、既に断面の確保



 -16-

されている対岸になりますが、当該箇所につきましては最小限の補強にとどめ、極力、現

況保全を図ります。 

 写真は、今年の１月５日に撮影されたものです。佐倉橋下流約２５０メートルまで掘削

が完了し、現在、上流約１００メートルの掘削を進めています。先ほども言いましたが、

年度内には京成橋梁から佐倉橋間の掘削、両岸の堤防のかさ上げに着手します。佐倉橋に

つきましては、平成１９年度から３年程度かけて、かけかえを行う予定です。 

 以上が、鹿島川工区の概要です。 

 次に、高崎川工区でございますが、鹿島川合流点から寺崎都市下水路まで１,３００メー

トルを平成９年度から住宅市街地基盤整備事業で、さらに寺崎都市下水路からＪＲ総武本

線まで１,３５０メートルを都市河川改修事業の延伸区間として、平成１６年度から事業を

進めています。 

 住宅市街地基盤整備事業区間については、事業再評価の際に説明させていただきますの

で、ここでは延伸区間について説明させていただきます。 

 延伸区間は、寺崎都市下水路からＪＲ総武本線まで１,３５０メートルです。当該箇所が

大雨のたびに浸水被害を受けている佐倉市街地です。事業は、おおむね１０年に１度の降

雨が発生した場合に浸水被害を解消することを目的として、時間雨量５０ミリに対応でき

るよう整備します。 

 事業に当たっては、住宅が密集しており、用地買収を伴う拡幅整備では長期化が予想さ

れ、短期間に浸水被害を解消するために、一部を除き、現況河川内で流下断面を確保する

計画です。 

 事業の内容としましては、比較的幅員に余裕がある一般部でございますが、片側をブロ

ック積構造とし、流下断面の確保を図り、対岸については、現況保全または２割勾配で掘

削を行い、流下断面を確保するものです。 

 狭小部につきましては、両側ブロック積構造とし、ブロック下部に捨石工を行い、流下

断面の確保を図ります。 

 発生するコンクリートガラ等を捨石工に再利用するとともに、掘削土砂の事業間流用を

行い、コスト縮減を図ります。 

 環境面では、一般部では現況保全、切り土箇所については、植生の復活を期待し、土羽

構造とします。狭小部では、ブロック積前面に捨石工を行うことにより、多孔質となり、

生物多様性の創出が期待できます。 
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 工事については、今年度から下流部より順次着工いたします。 

 以上が、印旛沼・鹿島川・高崎川の事業実施状況です。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 
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4-2 議事（１）に関する質疑 

 

【出口座長】  ただいま印旛沼放水路の改修の状況と、桑納川の事業実施状況と、印旛

沼・鹿島川・高崎川の事業実施概要について事務局からご説明いただきました。これから

委員の皆様に、いろいろご意見、あるいはご質問等をちょうだいしてまいりたいと、この

ように考えておりますけれども、１度に全部同時にやりますと、多分混乱するだろうと思

いますので、ご説明いただいた順番、印旛放水路、桑納川、印旛沼・鹿島川・高崎川、そ

ういう格好で話を進めさせていただいて、そして、最後に全体を通して、さらにご発言、

ご質問ということがございましたら、お受けするという形で進めさせていただきたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、早速ですけれども、印旛放水路下流部の改修の状況についてということでご

説明いただきましたことにつきまして、どうぞご質問、あるいはご意見、そういったもの

をちょうだいしたいと思います。よろしくお願いします。 

【井爪委員代理（橘本）】  水資源機構です。 

 印旛沼の管理運営につきましては、常にご協力いただいておりますこと、ありがとうご

ざいます。今日は、所長の代理で参りました。よろしくお願いします。 

 この説明で、降水確率が３分の１ということでございますが、最近、台風とか、そうい

うことでもなしに、常に集中豪雨が、低気圧が来たりということで、気象異常なんでしょ

うかね、そういうことも言われていますけれども、昨年の年末にも集中豪雨がございまし

て、印旛農林振興センターさんとか印旛地域センターさんからの要請を受けまして、大和

田の排水機場を運転しております。このとき、高崎川のほうでは特別警戒水位に達したと

いうことも聞いております。３分の１ということですと、これから花見川の改修計画、こ

の計画を超える洪水が来たという場合、印旛沼の上流からの要請についての排水が十分で

きない心配が起きるんじゃないかという心配もしております。流域の皆さん一体で、関係

者の合意が得られるように調整、議論していただきましたらと思って、申し上げました。

よろしくお願いします。 

【出口座長】  事務局、何かコメント、いかがでしょうか。 

【事務局（鈴木）】  お答えいたします。 

 確かに、今回の印旛放水路の暫定改修計画では、大和田排水機場から下流側という視点
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で検討を行っておりまして、印旛沼流域全体という形での視点に欠けていたところがある

というのは、ご指摘のとおりだと思います。そういう観点から、今の佐倉市等の状況が非

常に悪いことがありまして、流域の皆さん全体がある程度合意が得られるような形で、本

川の流下能力というのは３分の１で、全体流量は変わらないんですけれども、例えば、勝

田川ですとか支川があるわけですので、それらとの関係者の中で打ち合わせを行いまして、

また、流量配分の再検討につきましては、現状の調査もしまして、洪水の時間の差等もあ

ると思いますので、そういった調査検討を行いまして、関係者の間で合意を図れるように、

これから進めていきたいと思って準備しておりますので、よろしくお願いいたします。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【梶山委員】  内水面水産研究所の梶山です。 

 一応、魚類の立場からということでお話をさせていただきたいと思うんですけれども、

前回、１６年３月のときにも、おそらく話をしたんじゃないかと思うんですが、環境への

配慮をしますというお話を、例えば、今日、１ページ目のところで、「Ⅰ 印旛放水路の概

要」の段落の一番下のところ、「できるだけ自然環境に配慮した工法を採用することとして

おります」という話を伺っています。 

 例えば、４ページの河川の改修断面図がありますけれども、主に景観の話はよくされる

と思うんですが、水際から下、水面下ですね。ここにすむ魚類ほか、いろんな生物がいる

わけですけれども、この部分について、どのような配慮が行われているのかをお聞かせ願

えればと思います。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（鈴木）】  お答えします。魚類ということで、この河川では、亀とかコイです

とか、そういった生物がおりますけれども、今おっしゃられましたように、どちらかとい

うと、景観、自然林ですとか、そういったものを極力残していこうという形で配慮してい

るところがありますけれども、そういった水の中の生物ということでは、工法的にはあま

り考えてなくてやっております。川の中心部を少し掘り下げるという形の施工なものです

から、そんなに悪影響を与えるとは考えていないんですけれども。 

【梶山委員】  今回の３年に１度の洪水に関する部分、これは中央部のしゅんせつとい

うことで、まだいいかとは思うんですけれども、その次、今度は１０年に１度ということ

で、かなり深く両岸も削るということを考えておられるようなので、この部分についてや
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られる前には、実際にこれでいいのか。もう少し水の中のことにも配慮するのかどうかと

いう点について、ご検討いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【事務局（鈴木）】  わかりました。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【高山委員代理（倉田）】  一次改修の場合なんですけれども、暫定計画の後の計画で、

一次改修について伺いたいんですけれども、これは護岸ができるって解釈してよろしいん

でしょうか。今は自然護岸ですよね。 

【事務局（鈴木）】  お答えします。一次改修は、１０年に１度の確率の雨に対応すると

いうことなんですけれども、基本的には、土羽構造で、１対２の勾配の形で施工を考えて

おりまして、護岸は特にやらない予定でございます。下流部のこれから進めていくところ

は、そういった構造で考えております。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

 そのほか、いかがでしょうか。どういうような切り口からでも結構ですから、ぜひ、こ

の機会を使ってご発言いただければと思います。 

【中村委員】  掘削した土は、どういうふうにするんですか。参考までに教えていただ

けますか。 

【事務局（鈴木）】  お答えします。掘削土砂の搬出については、いろいろ苦慮している

んですけれども、基本的には、工事間流用ということをベースに考えていまして、この箇

所では、八千代市の圃場整備の場所ですとか、佐倉市さんの都計道ができるわきの佐倉振

興協会が保有されている土地ですとか、そういった箇所にいろいろ、相手先と協議しまし

て、運搬しているところでございます。 

【中村委員】  田んぼにも持っていくということなんですか。 

【事務局（鈴木）】  圃場整備で、田面が低い箇所、かさ上げしたいというところがあり

まして、そういうところでも受け入れますよということなものですから、地元の都市開発、

農林振興センターさんと相談しまして持っていっております。 

【中村委員】  そういうときに、土の中の成分とか、重金属とか、いろいろなものは調

べられて……。 

【事務局（鈴木）】  これは、県の中で発生土管理基準というのがございまして、５,０

００立米に一遍ですとか、その中で２８品目の検査。農林の場合ですと、それ以外に農地



 -21-

用に適するかどうかという別の形で、４品目ほど検査を行って、それらを確認した上で持

っていっております。 

【出口座長】  ほかにいかがでしょうか。印旛放水路の改修のことですけれども。 

【小倉委員】  環境研究センターの小倉でございます。 

 今、倉田さんからもご懸念がありましたけれども、市民の方から、花見川が今度変わっ

てしまって、今は緑がとってもきれいでいい川なんだけれども、それが全部なくなってし

まうんじゃないかという心配が私のほうにも寄せられておりますので、ほんとうにいい川

だと思いますので、ぜひそれを壊さないような配慮をお願いしたいと思います。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。特に印旛放水路の改修状況に関して、ご意見等、もし、

今の時点で出尽くしているということでしたら、次の桑納川の話題に移させていただきた

いと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

 それでは、桑納川の事業実施状況について、先ほど事務局からご説明をいただきました。

ここの事業実施状況について、委員の皆様からご意見、あるいはご質問などをちょうだい

できればと思います。よろしくお願いします。 

【梶山委員】  同じ内容の繰り返しになります。桑納川については、６ページの下の概

略図ですね。横断面の図があります。これを見ますと、もともとあったものを掘り下げて

ということで、もう、これ、改修というよりも、新しく川をつくっているような、そうい

う内容になっているんじゃないかと思います。 

 次の８ページの写真を見て、これが完成直後ですという話を聞きまして、その前のペー

ジの７ページの下の段に前の状況がありますけれども、やはり随分変わっているなという

印象を受けます。ここの部分について、先ほどと同じ話ですけれども、どのような配慮を

行っているのかというのをお聞かせいただけますか。 

【事務局（高柳）】  すすみません。６ページのほうをごらんいただいてわかるんですが、

現況の川幅が三、四メートル、その幅を、改修に当たりましても、複断面構造となってお

りますので、平時は下のほうの深いほう、幅の狭いほうを常時水が流れる状況になってお

りまして、一応、改修に当たっては、現況の川幅、これと同じ川幅を確保して、同じよう

な、従前の環境が保持されるようなことを考えています。 

 なおかつ、そこには護岸を当然はりませんので、経年的な川の侵食とか堆積等によって、

自然な水際線が創出されるのかなと期待して、改修を進めているところです。 
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【梶山委員】  この低水路部、つくられていますよね。例えば、これを蛇行させたりだ

とか、あるいは、この部分、直線にするんではなくて、湾処をつくってみたりだとか、深

いところをつくってみたりとか、そういったことというのは検討されたことはあるんでし

ょうか。 

【事務局（高柳）】  現地に行くとわかるんですが、実際に、もう既に侵食が起きてあっ

て、湾処的なものが創出されたりとか、それこそ、そのまま放置しておいても、若干蛇行

的なものが現地で創出されているところもございますので、あえて意図的につくらなくて

も、経年的な中で、河川の営力というか、そのものの力、自然的なものを期待したいとは

考えているんですが。 

【梶山委員】  自然に任せるというのはいいように聞こえるんですけれども、少し手を

かすことで、はるかにいいものになるんです。だから、そこら辺の検討を事前にするかし

ないかだと思うんです。それを検討した上で、このやり方でいって、自然に任せてやろう

という判断をされるのであれば、それはそれでいいと思います。ただ、そういった検討も

なしに、やってしまってから、いや、実は自然な変化が生まれていますよというのは、ち

ょっと話が違うんじゃないかなと。 

 実際、１６年３月の時点で、１回この会議が開かれた後、そのときにも、私、こういう

話をしているんですけれども、実際にここら辺の工事の話というのは、多分、それ以後聞

いてないんじゃないかと思いますので、そこら辺について、もう少し考えてもらってもい

いんじゃないかという気がしましたので、よろしくお願いします。 

 それと、もう１点。よくこういった形で写真が出てくるんですけれども、水面から上し

かわからないんですね。もう少し水の中の様子がわかるようなもの、先ほどおっしゃって

いた、変化が生まれたという事例があるんでしたら、それがわかるような図面、写真、そ

ういうものをつけていただければ、もっとわかりやすくなるかなと思います。よろしくお

願いします。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【小倉委員】  調節池をつくるという計画になっていると思います。それで、この懇談

会は初めて出席させていただくので、以前出ているかどうかわかりませんが、ほかの懇談

会に出席していても、高橋先生などから、これから異常気象というようなことで、大きな

雨が降りやすくなる傾向が懸念されるわけですが、それで、堤防を高くしたり、川幅を広
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げるとか、そういうことだけではない、もっと柔軟な対応の仕方を考えるべきだという意

見があって、私もそのとおりだと思います。 

 それで、ここに調整池がつくられるということで、それも対策の１つかなと思うんです

が、調整池の構造について、もちろん、ただコンクリートのプールみたいのをつくるので

はないと思いますが、そこら辺でどういう、せっかくつくるんだから、いい池として機能

するような池をつくっていただきたいと思うんですが、具体的に計画がわかっていたら、

少しご披露お願いしたいと思います。 

【事務局（高柳）】  お答えいたします。 

 調整池につきましては、原則、土羽構造というか、斜面の安定性を確保する３割ぐらい

の断面になろうかと思いますが、土羽構造で築造します。ただし、川のほうから水を受け

入れることになりますので、当然、それによって侵食等が考えられます。その部分につい

ては、そこ、越流堤と申しますが、コンクリート、例えば、アスファルト構造とか、そう

いった形で防護すると。局部的ですけれども、そのような構造で考えております。 

 なおかつ、ここは奥に斜面林がありまして、実を申しますと、ここは西八千代の区画整

理の事業区域内で、環境アセスの中でも、斜面林を保全するということが言われていまし

て、なるべく斜面林を保全した形での調節整備ということで計画はしております。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

【小倉委員】  健全化会議のほうでも、市街地からの汚染をうまく調整池を利用して、

沼への流入をカットする方法、それから、調整池を使って負荷を削減する方法など検討さ

れていると思いますので、既存の調整池もそうなんですけれども、これからつくる池につ

いては、ぜひいろいろ、その時点の最大限の知恵を盛り込んだ、いい池をつくっていただ

きたいと思います。 

【出口座長】  そうすると、調整池は単に水をためる場所じゃなくて、プラスアルファ

の機能を持たせてほしいと、そういうご意見ですね。私も土木なんですけれども、土木の

人が考えると、人の生命、財産を守るのを第一と思うものですから、ついつい洪水を何と

かしましょうというところに目がいってしまって、お魚だとか植物だとかなおざりになる

ことが多いんですけれども、梶山先生、ちょっとお尋ねしたいなと思うんですけれども、

例えば、水の下のことを配慮しなきゃいけない。確かにそのとおりで、ほんとうに貴重な

ご意見をいただいていると思うんですけれども、土木の人間というと、大体、まず頭にあ

るのが、堤防を壊さないようにすること、洪水を市街地にあふれさせないようにすること



 -24-

と言われてきています。 

 逆に、例えば、こういうような配慮をしなさいということを、１つ例示でもしていただ

くと、さらに県の方々も、仕事を進める上で発展的なことができるんじゃないかなと思う

んですけれども、何かご示唆いただくようなことがありましたら、ここでご披露いただく

と、さらにいいかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

【梶山委員】  それほどえらいことが言えるわけじゃないのであれなんですけれども、

県の中でもいろんな工事をやられている中で、いろんな配慮をされている事例がもうたく

さんあります。そういった意味で、やれるところではもう始めていらっしゃるので、そう

いう意味では、実際に事業化してどんどん進める場合にも、なるべくそれを取り入れる、

検討する仕組みをまずきちんとしてほしい。 

 具体的には、先ほど言ったように、土羽構造ならいいというわけじゃないんですよね。

そこから先に、どれだけ配慮してあげられるかという部分の検討をしていただければ。蛇

行をつくる、淵をつくる、湾処をつくる。先ほど言った自然の流れ、自然の変化、そうい

ったいろいろな仕組みをした中で、さらに自然の力を使って、いろんな複雑な構図が生ま

れてくる。それが一番いいんじゃないのかなと思います。 

 あとは、今、よく話にあるのは、河川と水田との行き来の部分ですね。農業水路との行

き来、あるいは水田との行き来。河川の中でも、堰があって、魚道をつけなきゃいけない

ということもあります。そういったことがありますので、魚の行き来、あるいはすめる場

所、えさの環境、そこら辺を総合的にいろいろ、それぞれの場所に応じて、１００カ所川

があれば１００通りやり方がありますので、十分そこにすんでいる、まず生き物が何がす

んでいるのかというのを見きわめて、それのためには何をするのがいいのか。お金をかけ

ないでできることもたくさんありますので、まず、検討するという機会を持つこと、まず

そこから始めていただければと思います。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 

 いかがでしょうか。まだご意見ちょうだいしたいなと思うんですけれども。 

【中村委員】  今の梶山さんのお話にもいろいろ出てきたんですけれども、ここの事前

事後の環境調査とか生物調査というのはやっているんでしょうか。もしやっているのであ

れば、そういうのがあれば、いろいろ評価というのができると思うんですけれども、この

辺はどうなんでしょう。 

【事務局（高柳）】  とりあえず事前調査、これは実施いたしました。工事も、実際、河
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道をいじくったのが、おととしぐらいからですか。工事によって、どのような形に環境が

変化したとか、その辺の調査というのは、まだ実際は実施しておりません。ただ、工事着

工前に、そういった移植すべき植物等があれば、実際に現地の移植とかやっている状況で

す。 

 ただ、工事によって、どういった状況になったかと。工事後の事後調査、この辺はまだ

実施している状況ではございません。 

【中村委員】  魚の調査なんかはされて、これから終わった後は、システムとして、例

えば、３年間やるとかいう工事なんかもありますけれども、この場合は、そういうのはあ

るんですか、ないんですか。 

【出口座長】  いかがでしょうか。生物調査のようなことは予定に入っているでしょう

かということです。 

【事務局（高柳）】  今、この改修も、用地が、まばらに欠いている状況もあって、一連

区間の河川の状況がまだ整備されてないということもあって、例えば、池の状況になった

りとか、河川としての姿ができた段階で、その辺の、実際に事後調査を行いたいと考えて

おりまして、実際、合流点から下流についても、過去、多自然等取り組んだところがござ

いまして、これについても、国から、５年に１回ぐらい状況を把握して、どんな生物がい

るのかとか、そういった調査がありますので、そういった定期的な調査もとらまえながら、

この辺、一緒に実施していきたいなと考えています。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。大体、土木構造物をつくるというのは、自然をむ

しろ排除してしまうということになっていって、いろいろおしかりをいただくことが多い

わけですけれども、ただ単につくるだけではなくて、生物の事前事後の調査、そういった

こともきちっと織り込むのがいいんじゃないかというようなご意見としていただいたと理

解しておりますけれども、よろしいでしょうか。 

 そのほか、いかがでしょうか。桑納川の事業について、ご意見、ご質問等。今の時点で

出尽くしたとさせていただいて、よろしいですか。もし、また、この後、何か思い出され

たときには、最後、全体を通してのところで、またご発言いただくとさせていただきまし

て、次の印旛沼・鹿島川、高崎川事業に話を進めさせていただきたい、このように思いま

す。こちら、いかがでしょうか。どのような切り口からでも結構です。ご発言よろしくお

願いします。 

【金山委員】  佐倉印旛沼ネットワーカーの会の金山です。 
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 まず第１点は、先ほど来から、桑納川等の改修工事その他がありますけれども、これは、

私どもが参加しておりました１６年１月に河川整備計画、それをいただきまして、これ、

後の議題に出てくると思いますけれども、その中に概要が書いてあることが、実施計画と

しては、このように変わっていくものだと理解していいものか、それが第１点。 

 今度は本題に入りまして、鹿島川の拡幅工事でございますけれども、２１ページの、先

ほどの説明で、佐倉橋の改修というのは１９年から２２年、３年ぐらいかけてやるんだと。

そして、赤い字では、１８年度の施工箇所というので、これは鉄橋のところまで、京成電

鉄の鉄橋のところまでかいてありますけれども、そして、最終的には平成２５年に完成す

るんだと。 

 ところが、橋が、あとまだ４つぐらいありまして、大変だなと私は思いまして、その辺

は長期的に、もっと理解していいかどうかということを伺いたいんですが。 

 以上です。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（中橋）】  河川計画課の中橋と申します。 

 １点目のご質問は、桑納川、まあ、桑納川以外もそうでしょうけれども、本来の整備計

画、前回ご審議いただいて、取りまとめた案に基づいて今やっているかというご質問かと

思います。これについては、一応、前回と変更した点はございませんでして、それに基づ

いて行っているとお考えいただいてよろしいかと思います。 

 桑納川以外のところで相違が出てくるところについては、また、その懇談会の中でご説

明させていただきますけれども、今回、印旛沼の関係においては、特に変更した点はござ

いませんので、今、それに基づいて、国と協議を行って、間もなく決まると思いますけれ

ども、そういう状況であります。 

【出口座長】  期間がどう……。 

【事務局（畠山）】  先ほどのご質問にお答えします。 

 まず１つ、佐倉橋につきましては、２１ページのところで白抜きになってありますので、

佐倉橋については、１８年度現在、手をつけてないという状況になっております。これは、

１９年度から３年かけて、ですから、１９、２０、２１年度で佐倉橋を施工しようという

考えでございます。 

 それから、事業期間でございますが、事業期間につきましては、補助事業の採択で２５

年度ということで、当面の目標として２５年度となっております。残りの事業からします



 -27-

と、２５年度は超える見込みがございます。 

 以上でございます。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

【金山委員】  はい。 

【岩井委員】  佐倉橋と関連の質問になりますけれども、河川拡幅予定地の用地買収は、

完全にもう済んでいるのですか。それをお聞きします。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（畠山）】  河川についての用地買収は、京成橋梁から下流については完了して

おります。ただ、橋梁のかけかえについての用地買収はまだ完了しておりません。 

 以上でございます。 

【岩井委員】  佐倉橋の、我々、そこをよく利用させてもらっているんですけれども、

下根側、あちらからは道路が整備されているんですけれども、佐倉橋を超えてからカグラ

イ側はまだ道路予定地がそのままになっていますけれども、その見通しはどうなんでしょ

うか。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（畠山）】  我々、河川管理者として事業をやっております。今回の橋のかけか

えにつきましては、河川事業によって橋が広がるということで、あくまでも橋のかけかえ

工事のみでございます。必要な取りつけ道路、当然、橋をかけることによって取りつけ部

が高くなりますので、取りつけ部は施工しますが、基本的には、それ以外のことについて

は最寄りの市さんの整備計画ということになります。 

 以上でございます。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

【岩井委員】  それでは、佐倉市さんにお尋ねしたいんですけれども、佐倉市さんでは、

この道路の整備計画はどうなっているんでしょうか。 

【出口座長】  もしお答えいただけるようでしたら、佐倉市さん。突然のご指名ですか

ら……。 

【佐倉市長代理（角田）】  本日、お答えすることはできませんので、申しわけありませ

んが。 

【岩井委員】  わかりました。後日でもいいから、よろしくお願いします。 

【佐倉市長代理（角田）】  わかりました。 
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【出口座長】  そのほか、いかがでしょうか。 

【佐藤委員】  印旛村長の佐藤ですが、先ほど、印旛水路の掘削というご説明があった

かと思うんですが、具体的に、いま一度ご説明を願いたい、こんなふうに思います。 

 それから、印旛捷水路については、非常に歴史が古くて、大変浅くなってしまったのか

なという、我々素人がそんなふうに常日ごろ思っているんですが、そういうことからか、

北沼あるいは西沼の連絡が、時によると集中豪雨等には水の連絡がうまくないと常日ごろ

感じています。そういうことから、と思いますが、私どもの順天堂の下から酒々井さんに

わたる、あの辺がもう常に、ちょっと雨が降るといっぱいになってしまう。酒々井さんに

道路のかさ上げを、大変多額の費用を使って、昨年やっていただいたんですが、交通どめ

になってしまうというのが現状です。この辺、いま少し、もう一度具体的に説明をしてい

ただければと思います。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（畠山）】  ただいまの質問ですが、まず１つ、堤防関係のお話でいきますと、

１つは、堤防が低いところ、先ほど、概要図で説明しましたが、緑色で着色されていると

ころについては、要は、所定の高さになっていないところについては堤防のかさ上げを行

うということでございます。 

 それと、もう１点、捷水路の掘削につきましては、おっしゃったとおり、洪水時に西沼

と北沼の水位差が発生するということで、現在、こちらのほうで印旛水路の測量をかけた

段階では、計画箇所よりも約２０センチぐらい低くなっております。閉塞しているという

状態はございません。逆に、あとプラス８０センチぐらい底を掘るという計画でございま

す。 

 以上でございます。 

【佐藤委員】  捷水路の底をもう８０センチぐらい掘ると。岩井さん、どうなんだろう

か。もう８０センチも、あそこ掘れるのかね。くつりっちゃうような感じがして。 

【岩井委員】  あの捷水路工事に携わっておったんですけれども、施工当時、あの水位

は、水位というか、水深は２メートルを保つということで施工したと思います。今現在、

１メートル５０センチくらいですか。そのくらいあると思います。 

【佐藤委員】  今、１メートル５０センチあって、もう８０センチ掘るという。 

【岩井委員】  あと、それから８０センチ掘るわけ？ その計画は、２メートル８０セ

ンチの水深になるんですか。 
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【出口座長】  さっきの事務局のご説明は、計画よりもさらに２０センチは現状で低い

から、その高低差に矛盾はないと。ただ、さらに８０センチ掘り下げますというご説明だ

ったと記憶していますけれども。 

【岩井委員】  確かに、あの捷水路は、雨量によって流れが移動します。そんな状況で

す。 

【出口座長】  よろしいでしょうか。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【鈴木委員】  印旛沼土地改良区の鈴木でございます。本日、理事長は体調を崩してい

まして欠席しております。 

 鹿島川の掘削の件については、今、ご質問あった中でも再確認いたしましたけれども、

右岸、左岸とも、河川堤防についてもかさ上げをしていくということでよろしいんですか。

そうしますと、今、佐倉橋周辺、それから、竜神橋周辺、あと、うちのほうで管理してい

ます低地排水路の中にも、ちょっと名前を忘れたんですけれども、外来雑草の水草といい

ますか、あれが大繁殖しておりまして、多分、低地排水路に入っているものについては、

用水から連鎖的に内水に入ってきたのかと思うんですけれども、せっかく河川を、堤防、

かさ上げしたりするときに、そういった外来雑草の除去等もやっていただければと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（畠山）】  ただいまのご質問ですが、ナガエツルノゲイトウという外来種でご

ざいますが、基本的に工事区間内に植生している場合には、工事の中で除去しております。 

 それと、もう１点、今年度から統合河川環境整備事業のほうで、まだ部分的ですが、除

去作業を、沼とか河川とか除去するということで今進めております。 

 以上でございます。 

【出口座長】  よろしいですか。 

【鈴木委員】  ありがとうございます。先ほど言いそびれたんですけれども、沼の外と

いいますか、我々の管理している低地排水については、今、臼井地先で農地・水・環境保

全といいますか、そのモデル事業を１８年度やりまして、１９年度も継続して、今度、本

事業として取り組む中で対策を講じていきたいと思っていますので、ともにやっていきた

いと思っておりますので、よろしくお願いします。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 



 -30-

【梶山委員】  今の話で関連するんですけれども、ナガエツルノゲイトウの処理という

のは、具体的にどういうことを考えられていますか。というのは、非常に生命力旺盛なも

ののようでして、例えば、埋めても死なないですから、そこからまたどんどん、どんどん

生えてきちゃうんですね。だから、そこら辺、簡単に除去するという話をされたんですけ

れども、それ、きちんと取り除いて、別のところに持っていって焼却するなり何なりとい

うことをしていかないと、不用意なことをすると、かえって広げてしまう可能性もありま

す。だから、そこら辺よく気をつけていただければと思います。 

【出口座長】  もう１件いただいてから、事務局のコメントをいただきます。 

【金山委員】  私どもはボランティア団体ですけれども、環境基金の助成金を得て、３

年間、ナガエツルノゲイトウを徹底的に調べて、もう調査は終わっております。したがっ

て、これ担当しているのは県の自然保護課なんです。それで、私どもは、健全化会議で外

来種、これはナガエツルノゲイトウ、植物ですね。それから、ブラックバスやブルーギル、

カミツキガメと、これの総合対策を県で出しなさいと。ちょこちょこやらないで出しなさ

いと。そうすると、我々もいろんな協力体制ができるんだからと。こういうので、やがて

県の不十分な県デンカイ会議で、委員の方が、いろんな方がいらっしゃいますけれども、

委員の方がご存じですけれども、断片的に、そういう会議は出てこない状態なんですよ。

それがおそらく今度の３月あたりには出てくることを期待しております。その中で、今、

梶山先生がおっしゃいましたあれは、焼かないとだめなようですよ。今、繁茂に繁茂を重

ねておりますので、そういう状況でございます。それで、一刻も早く県のほうで、ちょこ

ちょこやらないで、総合的な対策を立てて、環境保全のために何をやってくれるのかとか、

そういうことをさせると、外来種の問題は解決するんじゃないかと。参考までに報告して

おきます。 

 以上でした。 

【出口座長】  ありがとうございます。 

 事務局、何かコメントございましたら、お願いします。特によろしいですか。 

【事務局（畠山）】  今、工事によって除去している植物については、基本的に焼却場に

運んでおります。 

 また、当然、土砂がまじったりするものについては、築堤箇所に埋められるやつは埋め

ちゃってという形で、今、処理している状況でございます。 

 以上でございます。 
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【梶山委員】  ２０ページのところで、これは堤防のかさ上げの話があったときに、ち

ょっと聞き漏らしてしまったんですけれども、この埋めるときの泥というのは、沼の中側、

堤防の内側から運ぶような話をされましたか。全然違うところからですか。沼の土は使わ

ないということですね。 

【事務局（畠山）】  今、統合河川環境とかでいろいろやっていますので、もしそういう

のが出たりするのであれば、仮置きしておいて、また別途、陸上から運送するとか、そう

いったことで一応、沼内の発生土を使いますよと。それと、捷水路の掘削等もあります。

ちょっと時期が合いませんが、そういった形で、沼から出るものはなるべく沼で、堤防で

処理しますということで発言させていただきました。 

【梶山委員】  はい、わかりました。 

 今のナガエツルノゲイトウの話ですけれども、燃やしてくれるのはいいと思います。そ

れで、切れ端がまじっていても、切れ端からどんどん増えていってしまいますので、多少

水から出しても、どんどん、どんどん増えていってしまうようなあれなので、そこら辺は

気をつけていただいたほうがいいんじゃないかなと思います。 

 それと、もう１点、簡単にですけれども、２３ページの高崎川の話のところで、河川を

改修するに当たって、ようやく環境への配慮の部分が見られる記述が書いてあったので、

ちょっとほっとしたんですけれども、ここの下の部分で、例えば、捨石工を使う、それか

ら、上の一般部分でも土羽構造、現況を極力残し環境保全ということがありますけれども、

先ほども話しましたけれども、この捨石工のやり方１つで、中身によって、また全然違う

ことになりますので、できるだけいろんな配慮を考えていただければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【高山委員代理（倉田）】  ナガエツルノゲイトウなんですけれども、水路だけではなく

て、北沼周辺の本埜村とか印旛村の陸地のほうにも、今、もう入り込んでいるんですね。

それで、先ほど、埋めていらっしゃるというお話でしたけれども、よほどの深さに埋めな

ければ必ず根は出てきますし、陸化したナガエツルノゲイトウというのは、川で見られる

のと全然、同一かしらと思うぐらい形態が違うんですね。その取り扱いについては十分注

意していただきたいと思います。 

【事務局（林）】  河川環境課の林と申しますけれども、先ほど来ご指摘いただいていま
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すナガエツルノゲイトウの脅威というか、恐ろしさにつきましては十分認識しているつも

りでございます。おそらく地元の皆さん、よくご存じだと思うんですけれども、最初は西

沼のほうから、鹿島川のほうから増え始めて、よくご存じのように、最近は北沼のほうま

で来てしまっています。それと、あと、実は手賀沼流域のほうまで繁茂が始まっておりま

して、非常な危機感を持っております。ただ、生命力が激しい、非常に繁殖力が旺盛、か

つ特定外来生物ということで処分も難しいというようなことで、はっきり言いますと、今、

妙案がございません。それで、自然保護課とも連携して、できる限り早く、しかるべき対

処方法を構築して対処に取りかかっていきたいとは考えております。歯切れが悪い回答で

申しわけございませんが、そういう状況です。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 それでは、小坂町長さん、お願いします。 

【小坂委員】  小坂と申します。 

 先ほど、印旛村の村長さんがおっしゃられた話は、印旛水路と称する捷水路がございま

すね。そこのところを掘削しても、水位差は残るじゃないか、そういうことで、ここのメ

ニューにはないんですが、今、いわゆる道路が冠水して通れないというのは、もとの印旛

沼の部分なんですね。ですから、そういうことで、捷水路といいますか、そこだけやるん

じゃなくて、もう少し抜本的に、地図にかいてございますが、２１ページの上に水辺があ

りますので、そこのところを復元したらどうだという意味だと思いますので、そういうこ

とでご確認いただきたいと思います。 

 以上です。 

【出口座長】  事務局、よろしくお願いします。 

 それと、本埜村の村長さん、今、コメントよろしいでしょか。今、小坂町長さんからの

お話……。 

【佐藤委員】  佐藤でございますが、まさにそのとおりで、先ほどの小坂町長さんがお

っしゃったとおりでありまして、この根本を是正していくには、以前、印旛捷水路という

ことで、あそこの非常に難航した悲劇を、掘削をして、西と北をつないで、無理してつく

ってあるんですね、あれ。それで、沼は基本的には八千代市のほうが上なんですから。皆

さん専門だからわかると思いますが、八千代市のほうが上だと。それを、上のほうと下を

つないで、下の栄町のほうから水を入れて東京湾へ流すというのは、自然、無理をしてつ

ないであるんですね。そこを、食糧増産という時代に、沼の干拓をして、大きないっぱい
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の沼をつくって、田んぼをつくって、北沼、西沼を分断してしまったということが、集中

豪雨や何かで今困る、その大きな根本にあるんだと思うんですよ。 

 ですから、やはり抜本的にこれから将来、沼の、利根川の下流の捷水地というような計

画で進んでいくんだとすれば、やはり酒々井、佐倉さん、印旛という、北沼とあの田んぼ

をもう一回、ある幅を、用地を収用していただいて、そして、昔の沼のような大きな川を

広げてもらえればと、こんな考えを私や酒々井の町長さんは持っているんですよ。そうじ

ゃないと、これは利根川の下流の調整池だなんていうようなこと、とてもじゃないけど、

今の捷水路では処理し切れない。直感ですが、そんなふうに思っています。１つの意見と

して聞いておいてください。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 何か、今のご発言についてコメントありましたら。 

【岩井委員】  うちの村長が今言われたとおりで、私たちも、すぐそこで生活している

ものですから、その現場で、確かにそのようになればいいなと思っています。先ほど、高

崎の拡幅工事も、今、うちの村長が言ったのと同じことでありまして、中央水路は、今、

幅が４０メートルですか。それを何倍かに拡幅し、やはり西部調整池と西沼と北沼の拡幅

した中央水路で関門みたいなものをつくって、循環することによって沼の水がきれいにな

るんじゃないかなと、地元といたしましては、かねがねそういうことを考えております。 

 以上です。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 事務局、何かコメントございましたら。よろしいですか。 

 それでは、地元の方。 

【鈴木委員】  今の印旛村並びに酒々井町の町長さんのお話ですけれども、ともに推進

協議会にご出席いただいているので、十分ご承知なところを重ねて申し上げるんですが、

印旛沼で計画しております国営２期のかんがい排水事業、いわゆる印旛沼２期地区と言わ

れている事業で、中央排水路を掘削して、排水機も更新して、あそこの排水に努めるとい

うのも、２期事業の一番大きな事業になっておりますので、ぜひ２期事業推進に一層のご

尽力いただければと思います。 

 また、中央排水路、印旛沼の北沼と西沼を結んで排水路として使うという計画は、多分、

この最後の議題の中に、国交省で検討している課題の１つだと聞いておりますので、ただ、

これはこういう懇談会なり公聴会なりを経た上で案が示されるということで、今日は概要
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は出ておりませんけれども、私が利根下流から事前説明を受けたのは、そういう計画も案

の１つであるということを聞いておりますので、そちらでまたされたらいいのかなと思い

ます。 

 以上です。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。特によろしいですか。 

 そうしましたら、全体を通して、何かお気づきのこと、あるいは、もうちょっと発言、

あるいはお伝えしておきたいということがございましたら、どうぞお願いしたいと思いま

す。 

【中村委員】  先ほどから、外来種の問題が非常に深刻になりつつあるというお話があ

りまして、私は、県の博物館のほうですけれども、今、県では、生物多様性についていろ

いろな検討会をしておりまして、ぜひ総合的な対策ということでお話がありましたけれど

も、外来種や野生鳥獣の農作物被害なんかがありまして、そういうものをトータルに状況

をとらえて対策をしようということでやっておりますので、ぜひこういう河川に絡む外来

種や野生生物に関しても、これからきちっとやっていかなければならないと思いますので、

皆さん方のご協力をお願いいたしたいと思います。 

 それから、もう一つ、この会議は河川改修の話がいつも中心になるわけなんですけれど

も、流域ということで、私、毎回お話しすることがあるんですけれども、特に、洪水が出

たから、また河川改修をするという話も、それはそれで大事だと思うんですけれども、上

流域の水源涵養というものが、河川にとっては、洪水防止や何かでは非常に大切なものな

ので、今日、いろいろな市町村の方々おいでですので、なるべくそういう上流域の林とか

水源地というものを、都市計画とかまちづくりの面で守っていただくようにお願いできれ

ばと思います。最近は少なくなったんですけれども、河川の上流の農地で圃場整備する。

土水路がコンクリート水路になると、途端に下のほうが洪水になるというのは、あちこち

で言われています。その辺の土地利用が変わって、洪水がこれぐらいになったというデー

タがなかなか出てこないんですけれども、そういう面もぜひ考えていただきながら、特に

上流の谷津とか森林やなんかを市町村では大事にしていただくといいかなと思います。 

 以上です。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 

 時間も随分過ぎてきておりますので、まだいろいろご意見おありかと思いますが――じ
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ゃあ、手短かにお願いします。 

【杉森委員】  杉森です。 

 先ほど来、多自然型河川の話が大分出ておりましたけれども、それらもぜひお願いした

いと思っております。 

 それに加えて、本埜の白鳥のように、多自然型河川づくりをしていく中で、私は交流人

口の拡大という視点からも、この河川づくりというのは生きてくると思いますし、さらに

は、先ほど、農業との絡みのお話もありましたけれども、付加価値米というような形で、

地域の農産物の価値を高めるということにもつながってくると思いますので、無論、洪水

が起きないような形で河川行政はしなければならないというのは前提ですけれども、そう

いうことも考慮しながら、なるべく豊かな自然がつくれるような河川づくりをしていって

いただきたい、そう希望します。 

【出口座長】  どうもありがとうございました。まだ、もしかしたら、ご発言ご希望の

方がおられるかもしれませんけれども、大体もう出尽くしたであろうと判断させていただ

きまして、次の議題に移らせていただきたいと思います。 
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4-3 議事（２）「高崎川住宅市街地基盤整備事業の事業再評価」 

 

【出口座長】  （２）「高崎川住宅市街地基盤整備事業の事業再評価」ということでござ

います。事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（畠山）】  一級河川高崎川住宅市街地基盤整備事業の再評価について説明させ

ていただきます。 

 初めに、事業再評価の進め方について、どのように進めるのかについてご説明します。

続いて、この進め方に沿って、高崎川住宅市街地基盤整備事業を説明させていただきます。 

 再評価につきましては、社会的背景としまして、景気が低迷し、公共事業の予算が減少

する中、公共事業への関心が高まり、事業が時代のニーズに合っているのか、環境への影

響はどうか、他の方法ではできないのかなどの疑問にこたえる必要が出てまいりました。

そういった中、平成１０年度に公共事業の効率性、実施過程の透明性の一層の向上を図る

ため、再評価を実施することになり、千葉県県土整備部所管国庫補助事業再評価実施要領

が施行されております。この再評価実施要領に基づき、再評価を実施するものです。 

 事業再評価は、流域懇談会が設立されている場合は、評価監視委員会にかわり、流域懇

談会が事業再評価を行うことになっています。これによりまして、本日、委員の皆様に高

崎川の事業再評価をお願いしています。 

 事業再評価の実施時期につきましては、事業採択後５年を経過して未着工の事業、事業

採択後１０年を経過して継続中の事業、事業再評価を実施後５年を経過した事業の３つに

ついて行うことになっています。高崎川の事業は、平成９年から事業に着手し、本年度で

事業採択から１０年を経過しますので、②に該当するということで、事業再評価を行いま

す。 

 事業を再評価する視点としましては、事業の必要性、事業進捗の見込み、コスト縮減や

代替案立案等の可能性があります。これらを総合的に審議していただいて、本日の結果に

基づき、河川管理者が事業の継続、中止等を判断させていただきます。 

 本日の事業説明につきましては、事業の進捗状況、社会経済情勢の変化、事業の投資効

果、コスト縮減や代替案立案等の可能性の４つの項目に分けて説明させていただきます。

事業進捗の見込みについては、事業の進捗状況の中で説明させていただきます。 

 事業説明の前に、事業の投資効果の確認方法について説明させていただきます。 
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 事業の投資効果の確認方法ですが、河川整備にかかわる費用（コスト）と、事業によっ

て得られる便益（ベネフィット）の比で評価します。便益が費用を上回り、Ｂ／Ｃが１以

上となれば、事業の経済的妥当性が確認され、事業の継続が妥当であると判断できます。

便益が費用を下回る場合、コストの縮減や代替案との検討、あるいは事業の中止について

検討する必要が出てまいります。 

 投資効果の確認方法を図で説明させていただきます。右上の図は、事業着手時に想定さ

れた浸水区域を青で描いております。現時点の浸水区域を赤線でイメージして、あらわし

ております。 

 右の図は、事業完成図のイメージをあらわしております。 

 左下の図は、被害軽減額と安全度を表にしたものです。 

 着手時から現時点では、今まで実施してきた事業により、ある程度の浸水被害の軽減が

見込まれるため、再評価では、これを除き、現時点から完成までの事業によって発現する

効果と、これに必要な残事業の費用を対象に、投資効果の確認を行います。 

 それでは、高崎川住宅市街地基盤整備事業を、先ほど説明しました視点に従いまして説

明させていただきます。 

 再評価の対象区間は、高崎川の鹿島川合流点から寺崎都市下水路合流点までの１,３００

メートル区間です。③の区間でございます。この区間の上流や下流区間につきましては、

先ほど説明させていただきましたが、この事業とは別に事業を実施しており、４つの事業

をあわせて、佐倉市街地の浸水被害を軽減する計画となっています。 

 事業区間は、鹿島川合流点から寺崎都市下水路まで１,３００メートルとなりますが、近

接して、寺崎土地区画整理事業が進められています。事業は、おおむね１０年に１度の降

雨が発生した場合に、浸水被害を解消することを目的として、時間雨量５０ミリに対応で

きるよう整備します。 

 事業の内容は、高崎川の河道を拡幅して、流下断面を確保し、洪水が円滑に流れやすく

するとともに、はんらんしないように築堤を行うものです。事業により流下能力は、現況

の毎秒約４０トンから、３倍の毎秒約１２０トンに増大します。 

 平成１９年以降の残事業につきましては、未着手箇所が最上流部で約１２０メートル。

未買収箇所が、鷹匠橋下流右岸３カ所、約１４０メートル。プレロード除去箇所が、鷹匠

橋上流右岸、約１７０メートルあります。残事業以外の箇所は、平成１８年度予算で完了

予定となっております。 
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 概要図で進捗の見通しを説明させていただきます。 

 再評価区間は、鹿島川合流点から寺崎都市下水路までです。青色が完成箇所で、赤色が、

今年度着工箇所です。白色が未着手箇所になります。 

 平成１９年以降の残事業につきましては、未着手箇所が最上流部、寺崎橋下流から竜灯

橋下流、約１２０メートルあります。当該箇所は、現在、流域下水道の改修工事が行われ

ているため、平成１９年度には着手可能となります。未買収箇所が、鷹匠橋下流右岸に３

カ所、約１４０メートルございます。当該箇所につきましては、現在、１地権者の内諾を

得ており、平成１９年度には５０メートル間の着手が可能となります。残り２カ所、１地

権者になりますが、この未買収箇所につきましては、引き続き用地協力をお願いしていま

す。 

 平成１８年度施工箇所のうち、プレロード実施箇所が、鷹匠橋上流右岸に約１７０メー

トルあります。これについては、沈下終了予定の平成２０年度に除去可能となります。 

 事業の進捗状況は、全体計画２５億円のうち２２億円が投資済みとなっており、事業費

ベースで全体の８８％が完了している状況です。工事も用地も順調に進んでいる状況にあ

り、残事業についてもおおむね見通しが立っております。 

 社会経済情勢でございますが、画面には、近年の高崎川の浸水被害の状況を示していま

す。平成３年、平成８年、平成１３年と、おおむね５年に１度浸水被害に見舞われている

状況にあります。これは、平成８年９月の出水時の浸水状況です。佐倉市街地をはじめ、

近接して施工中の寺崎土地区画整理事業区域の大部分が浸水しています。写真に示します

ように、主要交通網の途絶や住宅への浸水など、地域社会の経済に大きな影響を与えてい

る状況にあります。このように頻発する浸水被害を減少させることが本事業の目的です。 

 現在の周辺の状況ですが、事業に隣接して実施中の寺崎土地区画整理事業区域内に大規

模小売店が進出済みです。このような良好な住宅の形成に伴い、発生する流出増への対応

として、本事業で治水安全度の向上を図ることにより、良好な宅地開発に寄与します。 

 これは浸水被害想定区域図ですが、現況の河道において、おおむね１０年に１回発生す

る降雨の際に想定される浸水区域を着色しています。この浸水被害想定区域には、家屋４

７２棟、水田８５ヘクタール、畑２ヘクタールが想定されています。この区域が、浸水被

害の軽減効果として便益に計上されます。 

 費用対効果は、関連する鹿島川と高崎川の治水事業すべての事業費を合わせて分析して

います。残事業の事業費と今後の維持管理費を現在価値化した費用は、１０２億７,０００



 -39-

万円であるのに対し、事業の実施による浸水被害の軽減効果である便益と、取得した用地

や建設した河道の残存価値を現在価値化した効果は１６１億７,０００万円となりました。

Ｂ／Ｃは１.５７となり、１を上回ることが確認されました。 

 コストの縮減や代替案について説明します。事業の費用対効果、Ｂ／Ｃが１以上となっ

ていること、進捗率が９０％近くなっていることから、代替案の検討は行っていません。

高崎川では、計画的な工事を実施することで、掘削土の再利用や改良材を使わない地盤改

良工法を採用するとともに、橋梁の統廃合により、かけかえ数を削減してコストの縮減に

努めます。 

 最後に、まとめとしまして、事業の進捗状況は８８％で、平成２０年度完了予定となっ

ており、事業は順調に進捗しております。社会経済状況は、水害が頻発して発生する中、

近接して土地区画整理事業が進行中で、早期の事業完了が望まれております。コスト縮減

対策は、掘削土の再利用やかけかえ橋梁の削減を実施します。事業の投資効果については、

Ｂ／Ｃが１を超えていることから経済的妥当性が確認されます。 

 以上から、事務局としましては、今後も事業継続を提案させていただきます。 

 以上です。 
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4-4 議事（２）に関する質疑 

 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 

 今、ご説明いただきました高崎川住宅市街地基盤事業整備の事業再評価ということです

けれども、おそらく、第１番目の議題のところで相当ご意見等は出していただいたのでは

ないかと思います。 

 もしご懸念、あるいはご心配なことがあったら、２件か３件ぐらいご質問等をちょうだ

いしようかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

【小倉委員】  今回のこの件に限ってということではなく、この再評価一般のことなん

ですが、都川の懇談会のときにもお話ししておりますが、非常に難しいとは思いますが、

自然環境というか、それを項目だけでもいいから入れる姿勢を出していただけたらいいと

思います。河川改修することによって魚がいなくなるとか、そういうこともあるけれども、

洪水を守るというほうが大きい。便益のほうが大きいという結果でいいと思うんですが、

考えるプロセスの中に、これではそういう観点が全然見えてきませんので、そういう努力

をしていただければいいかなと思います。 

【出口座長】  ありがとうございました。 

 何かコメントございますか、事務局。よろしいですか。 

 いかがでしょうか。 

 いろいろご意見おありかと思いますけれども、もうかなり工事も進捗してきておって、

その効果も随分予想されます。事務局は、事業継続ということでご提案ですけれども、こ

のまま、いただいたご意見を尊重しながら工事させていただくということでよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【出口座長】  どうもありがとうございました。 

 私が司会進行するのは、ここの２番までの話かと伺っております。 

 それでは、事務局、以下、報告事項をよろしくお願いします。 

【事務局（鶴岡）】  出口座長、長時間にわたって、議事進行ありがとうございました。

また、委員の皆様方、熱心なご討議をいただきまして、ありがとうございました。 
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5．報告事項 

 

5-1 報告事項（１）「印旛沼浸水想定区域図の作成状況」 

 

【事務局（鶴岡）】  次に、議事次第にありますように、報告事項といたしまして、４件

ほど報告をさせていただきます。 

 では、最初に、報告事項の１といたしまして、印旛沼浸水想定区域図の作成状況につい

て、事務局より説明いたします。 

【事務局（高山）】  印旛地域整備センター調整課、高山と申します。着座にて説明させ

ていただきます。 

 私からは、印旛沼の浸水想定区域図の作成状況ということで報告をさせていただきます。 

 まず定義からですが、浸水想定区域とは、いわゆる洪水などで堤防が決壊した場合に浸

水が予想される区域で、河川管理者が指定します。 

 また、浸水想定区域図とは、浸水想定区域とその区域内の浸水深さを示した図を指すこ

とで、定義されています。 

 なお、この浸水想定区域図を作成する根拠ですが、その法令は水防法ということになり

ます。 

 その水防法の第１４条では、国土交通大臣及び都道府県知事は、洪水予報河川及び水位

情報周知河川について、浸水想定区域を指定するものとされております。指定は、浸水想

定区域図をもって公表するとともに、その関係市町村長へ通知するということとなってお

ります。 

 同法第１５条では、浸水想定区域を含む市町村の長は、浸水想定区域及びその想定され

る浸水深を表示した図面に、洪水予報等の伝達方法、避難場所、その他、洪水時の円滑か

つ迅速な避難の確保を図るための必要な事項などを記載した、いわゆる洪水ハザードマッ

プを作成し、その内容を印刷物の配布等によって皆さんに周知するということとなってお

ります。 

 当印旛地域整備センター管内では、高崎川が、先ほど言いました水位情報周知河川に位

置づけられておりまして、佐倉市さんにおかれましては、この浸水想定区域図が公表され

た後、洪水ハザードマップの作成をすることになっております。 
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 浸水想定区域図の作成に当たりまして、高崎川も含めまして、当センター管内の河川の

大部分は印旛沼に流入するということも考慮しまして、その検討範囲としましては、印旛

沼流域全体とし、流域の過去の浸水状況も踏まえまして、高崎川をはじめ、西印旛沼、北

印旛沼、印旛水路、印旛放水路これは上流部のほうになります。あと、鹿島川、師戸川、

手繰川、神崎川、二重川、桑納川という、全部で１１河川を対象として検討しております。 

 ここで具体的なシミュレートをやりますと時間がかかってしまうので、簡単なイメージ

図になってしまうのですが、右上にあります一連のイメージ図ですけれども、いわゆるシ

ミュレートをかける場合は、今、現況に存在する河川に、整備計画で立てた確率規模の洪

水を降らせた場合に、あるところで堤防が破堤または越水ということを出しまして、浸水

想定区域を出します。このイメージ図でいきますと、重なるところが２つ出てきますが、

この重なったところについては、水深が深いほうを採用するということで、浸水深を表示

する形で設定するという形で、これを、各々の河川ごと、沼で、シミュレートしていきま

す。 

 シミュレートした結果をもとに、１万分の１の白図を元図にしまして、浸水深のランク

別をした、浸水想定区域図を作成していきます。 

 左側の凡例がありますが、浸水深のランクを色分けしまして、浸水情報が正確に伝わる

ようにします。 

 ここで補足ですが、浸水深１メートルというのは、大人のおなかぐらいの高さで、一般

的には歩くのが困難と言われています。その深さが２メートルになると、１階の軒下程度

で、２階以上に避難しなければならない状態になります。 

 この図は、現時点における浸水想定区域図の作成状況です。全部が完成しているわけで

はありませんが、これを見ていただくと、沼の周辺のところがランク別で色分けされてい

るのがわかると思います。この浸水想定区域図ですけれども、３月中までには完成させま

して、４月中には公表する予定としております。 

 その公表についてですが、印旛沼流域内の１５市町村で閲覧ないし、あと、県のホーム

ページの河川計画課、環境課合同のホームページの中で、浸水想定区域図を閲覧できるよ

うな形で考えております。 

 簡単ですけれども、このことについては以上で報告を終わらせていただきます。 
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5-2 報告事項（１）に関する質疑 

 

【事務局（鶴岡）】  ただいま事務局から説明がありました。このことについて、何かご

意見等がございましたら。 

【井爪委員代理（橘本）】  この浸水区域という、堤防が決壊した場合なんですが、この

浸水の想定値のどういう場合を想定されているんでしょうか。 

【事務局（高山）】  いわゆる、先ほど、現況の河川に整備計画上の降雨を流した場合ど

うなるかということで、それがどういうふうに浸水するかというのをシミュレートすると

説明させていただきました。厳密に言いますと、印旛沼へ流入する河川の整備計画は、高

崎川、鹿島川も含めまして、将来計画は５０分の１の確率規模ということで、その規模の

雨で流した場合どうなるか。印旛沼につきましては、３０分の１の確立規模の雨を降らし

た場合どうなるかということで、各々の確率規模の雨を降らします。あと、それの破堤と

いうことがありますけれども、破堤のとり方もいろいろありますが、破堤した場合、被害

が大きい箇所がどこになるかというのを選定してきまして、その浸水深が一番深いところ

をとって破堤ということで作成し、公表するという形で、今作成しているところでござい

ます。 

【事務局（鶴岡）】  よろしいでしょうか。 
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5-3 報告事項（２）「第４回印旛沼再生行動大会」 

 

【事務局（鶴岡）】  続きまして、報告事項（２）ということで、第４回の印旛沼再生行

動大会について、事務局より説明いたします。 

【事務局（高山）】 この印旛沼再生行動大会につきましては、いわゆる印旛沼流域の水循

環健全化ということに絡めた大会でございます。その開催目的ですが、要は印旛沼再生と

いうのは、行政だけではなく、皆さんと一緒にやっていきましょうという必要があること

から、この取り組む機運をさらに高めましょうということで、印旛沼再生行動大会を開催

するということです。 

 大会は、先月やりました。２月９日と１０日の２日間でやりまして、今回で４回目とな

ります。１日目は、佐倉市の臼井にあります音楽ホールで、先ほど言いました、印旛沼流

域水循環健全化の概要及び、その活動内容の発表を中心としたものとしまして、２日目は、

印旛沼で活動されていますＮＰＯ団体が段取りしたイベントということでの大会をやって

おります。 

 ちょっと話が脱線してしまいますが、先ほど言った１日目の再生行動大会で、水循環健

全化というものがどういうものかということですが、委員の中でも、ご存じの方もいらっ

しゃると思いますが、もう一回簡単に説明させていただきます。 

 印旛沼の概要ですけれども、これは先ほど畠山からも説明させていただいたので、割愛

します。 

 これは西印旛沼、北印旛沼の写真でございます。 

 印旛沼の土地利用の変化ということで、これは昭和４０年の初期から平成８年にかけて

の土地利用の変化ですけれども、特に市街化、西部、八千代とか船橋とか、ここら辺の市

街化が、１０％から３０％ぐらいに増加しまして、その分、２０％田畑が減少していると

いう土地利用状況になっております。 

 印旛沼の指標ということでありますけれども、上のほうは下水道の処理人口。これは、

印旛沼開発施設ができた当初から、かなり伸びているという中にあっても、一番下にある

表の水質はＣＯＤになりますけれども、横ばいないし、または上昇傾向ということの特徴

があります。なおかつ、真ん中の表は、以前、印旛沼にあった水生植物。以前は４９種類

確認されましたが、現在では１２種類と。中でも、沈水植物については２種類ということ
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で、絶滅状態にあります。そのうち１種は外来種ということで、実際のものは１種しかな

いという状況でございます。 

 これももうおわかりかと思いますが、水循環のイメージでございます。水はぐるぐる回

っているということで、この中で、水質とか生態系、親水、治水というおのおのの目的が

バランスがとれている状態を、いわゆる健全な水循環系と言っていますけれども、先ほど

言ったように、土地改変等があったことによって、これがダメージを受けているという状

況でございます。 

 こういう背景から、印旛沼再生を目指すということで、１３年１０月に水循環健全化会

議を設立しまして、その間、約２年半かけまして、１６年２月に印旛沼流域水循環健全化

緊急行動計画を作成しております。 

 これが、計画書で、左が本編、右が概要版という形になっております。 

 その中身ですけれども、先ほど言いました水循環という中で、水質、生態系、親水、治

水という４つのバランスが崩れていると説明しましたけれども、この４つについて、おの

おの目標を設定しまして、これについて、各々の者がまずできるものから実行しましょう

ということで、役割分担を決めて、平成２２年までを目標年次ということで緊急行動計画

に盛り込まれております。 

 その後は、長期的な計画ということで、２０３０年を目標とした、いわゆる水循環健全

化計画を１９年度に策定する予定となっております。 

 その緊急行動計画の中身ですけれども、全部で６３種類の対策が挙げられています。そ

の中でも、特に重点的に進めなければならない５つの対策群がありまして、１番から５番

まで、雨水を地下に浸透させるとか、水害から街や公共交通機関を守るということで、先

ほどの水循環の中の水質、生態系、親水、治水という４つのバランスを戻すための対策群

が盛り込まれております。 

 その中で、今、緊急行動計画策定後の動きとして、２つのものについて紹介させていた

だきます。 

 最初に、みためし行動とを紹介させていただきます。 

 「みためし」とは何ぞやということなんですけれども、これは、見て試すということで、

計画では、つくったら終わりでないということで、必要に応じて点検・見直しをかけて進

めていきましょうということがみためしでございます。 

 先ほど説明いたしました重点的な対策群について、モデル地区を設定しまして、そこで
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集中的に実施して、その成果をさらに流域に拡大すると。いわゆる点から面に広げていき

ましょうということをねらったものでございます。 

 そのみためし行動をやっているのが、今、９つあります。先ほどの、健全な水循環構築

のための水質、生態系、親水、治水というものに関係した行動ということで、現在、この

表にあるとおり、９つのみためし行動を実行中でございます。 

 その様子として、今写真で掲げてあります。農地系については、施肥の削減をする。市

街地・雨水浸透系については、湧水の保全、湧水の復活。生態系については、「水草探検隊」

という名前で、各流入河川の水草を調べる。学び系については、環境教育ということで、

小学校について集中的に環境学習をやっているという状況でございます。 

 もう一つ、印旛沼わいわい会議というものがございます。これにつきましては、以前、

市民ＮＰＯ意見交換会という名前でしたが、名前をソフトにするということで、わいわい

会議という名前に１７年度からなっております。これにつきましては、市民やＮＰＯさん

の方が主体となって、流入河川の流域別に開催して、地域の抱えている問題や改善策を議

論していきましょうということが目的となっております。 

 そのわいわい会議の中で出された意見というのは、どういうふうに反映されるかという

ことで、こういう図化になっております。先ほど言った健全化会議の中で検討するか、も

しかしたら、すぐできるかもしれないということで、まずふるいに分けまして、検討を要

するものについて、健全化会議でもまれた後、長期構想に反映するのか、また新たな形と

して、みためし行動として実行するかということで反映されていくことになっております。 

 これが様子でございます。今まで全部で５市やっております。 

 取り組みによる変化ということで、これは、最近の印旛沼の水質でございます。グラフ

でいうと、青が西沼、ピンク系が北沼ということで、いわゆる公共用水域調査の水質で、

毎年、ワースト幾つ幾つと言われている指標になっているものが西沼で、これは平成１７

年の速報値ですけれども、８.１。ここは、県水道局の取水口の位置ということで、ＣＯＤ

は８.１ということになっています。たしか、これは全国ワースト８位と記憶しております。 

 緊急行動計画では、目標をＣＯＤ８までに落とすということで、西沼についてはかなり

改善されてきていますが、今、北沼のほうが、１４年から比べるとちょっと上昇傾向にあ

るので、これがまた問題になっているという状況でございます。 

 こういうことを、先ほど言った中で、再生行動大会で発表しました。ということで、こ

の様子はこういう形でやっております。 
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 これが２日目の環境フェアの様子でございます。 

 １日目の大会は、約５００人の参加、２日目は約９００人の参加ということでカウント

しております。 

 早口で恐縮ですが、以上をもって報告を終わらせていただきます。 
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5-4 報告事項（２）に関する質疑 

【事務局（鶴岡）】  では、ただいまの説明について、何かご質問等ありましたら。よろ

しいでしょうか。 

【金山委員】  今の印旛沼再生行動大会、これは健全化会議の中で、いろいろ決まるん

ですけれども、その中で、私は委員をやっております。金山委員は、初回が、決起大会が

第１回あって、第４回目で、もう５回も佐倉でやっていると。私どもが痛感しますのは、

１５市町村の印旛沼に面してないところ、印西とか鎌ヶ谷とか、そちらと住民の方の印旛

沼に対する認識の度合いが、温度差が非常にあると私どもは理解しております。 

 したがって、もうそろそろほかの市町村で定期大会をやって、印旛沼を認識してもらい

たいということを、何回も私、金山委員はばかみたいにこればっかり言っていると言われ

ますけれども、どうか皆さんも、県当局を除きまして、１５市町村の方には、おれのとこ

ろでやってくれよとか、おれのところでやって、認識を高めようとご理解いただきまして、

どうか後押しをお願いしたいということを議事録に書いてもらうために発言しました。よ

ろしくお願いします。 

【事務局（鶴岡）】  ありがとうございます。 
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5-5 報告事項（３）「手賀沼・印旛沼・根木名川圏域河川整備計画」 

 

【事務局（鶴岡）】  続きまして、報告事項（３）ということで、手賀沼・印旛沼・根木

名川圏域河川整備計画について、事務局より説明いたします。よろしくお願いします。 

【事務局（中橋）】  河川計画課の中橋と申します。 

 資料はございませんで、口頭でご説明させていただきますと、平成１６年３月に、当懇

談会を最後に、一応、河川整備計画の案を取りまとめさせていただきました。その後、関

係機関や国、農林部局とも正式に文書で協議いたしまして、現在、国には申請はしており

ます。おそらく、今回、間に合えばここに、皆さんに印刷した冊子をお配りしたいと思っ

ておったんですが、まだ若干修正部分がありまして、認可が受けられておりません。 

 目安としては、大体年度末ぐらいには何とか認可が下りるのかと考えておりますので、

またでき上がり次第、冊子を少し印刷しまして、配付させていただければと思っておりま

す。 

 ただ、この後、資料６でもお話があるかと思いますが、利根川の整備計画というのが、

基本方針というのは昨年の２月１４日に決まっておりますが、整備計画、具体的な計画づ

くりについて、また国で現在、作業を行うということになっておりまして、それによって、

当圏域の河川整備計画に影響があるとなってきますと、こちらの整備計画も変更という形

で調整しなければならないと思っておりますので、そういうことになりましたら、再度、

その部分について、こちらの懇談会にご相談させていただくと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。以上でございます。 

【事務局（鶴岡）】  今の件につきまして、何かご質問等ございますか。 

 では、次の報告事項に入らせていただきます。 
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5-6 報告事項（４）「利根川水系河川整備計画」 

 

【事務局（鶴岡）】  報告事項（４）ということで、利根川水系の河川整備計画について、

事務局から説明いたします。 

【二階堂委員代理（鴨下）】  利根川下流河川事務所の副所長をしております鴨下と申し

ます。座ってご説明させていただきます。 

 まず、資料６というのを見ていただきたいと思うんですけれども、中表紙だけの資料に

なってございます。ここに赤字で、「利根川水系河川整備計画の策定を行うため、計画原案

の作成に先立ち、関係する住民の方々のご意見をお聴きするため様々な取り組みを行って

いるところですが、その報告をさせていただきます」ということで、現在、整備計画作成

の手順として、関係する住民の方、学識者等の意見を聞いている段階でございます。 

 それの取り組みの中身ですけれども、別紙で１枚、「河川整備計画策定までの流れ」とい

う資料をお配りしてございます。それをごらんいただきたいと思います。 

 先ほど、県からもご説明ありましたように、この整備計画の上位計画であります利根川

水系河川整備基本方針というのが平成１８年２月に策定されました。この基本方針という

のは、利根川水系の整備の長期的な方針を定めたものでして、計画の雨をどの程度の規模

のものにするかとか、ダムと河道の配分をどういう割合にするかとか、それぞれの河川の

流量の配分をどうするかというようなものを決めたものでございます。 

 基本方針では、利根川水系、２００年に１度の洪水に耐えられるような河川にしようと

いうことで策定されております。この計画の中には、印旛沼を経由いたしまして、東京湾

へ利根川の洪水を最大で１,０００トン流す放水路計画が位置づけられてございます。この

基本方針に基づきまして、現在、利根川水系の河川整備計画というのを策定中でございま

す。河川整備計画というのは、今後、おおむね３０年間ぐらいの間に整備すべき内容につ

いて計画をつくるということでございます。この整備計画策定に関しましては、河川法の

中で、有識者ですとか関係住民の方々の意見を聞きながら策定するとなっておりまして、

現在、有識者、関係住民の方々からの意見を聞きながら策定しているという段階でござい

ます。 

 流れが、１枚紙のカラーのもので書いてありまして、これの右側に青い筒状のものがあ

ります。これが各ステップでございまして、最初のステップとして、現状と課題を整理し
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て、これを示すと。その次に、その下ですけれども、河川整備計画の原案を作成する。そ

の次のステップとして、河川整備計画の修正の原案をつくる。それから、河川整備計画の

案ができる、こういうステップになっておりまして、現在は、一番上の利根川の現状と課

題を示して、現状と課題に対して、有識者、関係住民からの意見をお聞きしていると。お

聞きした意見をもとに、その意見を整理・反映いたしまして、整備計画の原案をつくろう

という段階でございます。 

 有識者の会議ですとか公聴会というのはもう既に始まっておりまして、有識者会議と第

１回の公聴会が、利根川水系全般のものが、つい先日の２月２２日に開催いたしまして、

順次、「関係住民」というところの真ん中辺に書いてありますが、ブロック別に各県で一、

二箇所、計２０カ所程度で開催いたしますということで、既に２月２２日をスタートとい

たしまして、ブロックごとの公聴会を実施しているところでございます。 

 裏を見ていただきたいんですけれども、２０回程度の公聴会のスケジュールがここに書

いてございます。これの「ブロック名」という欄の、「利根川・江戸川」という欄の下から

３番目に、千葉県佐倉市中央公民館大ホールでの公聴会が、実は明日１５時３０分から、

６名の公述人の方をお迎えして、意見を述べてもらうという会を催します。ご都合のつく

方は、ぜひ参加していただきたいと思います。 

 こういう公聴会を３月中旬ぐらいまで行いまして、公述人の方等の意見を整理・反映い

たしまして、今後の整備計画の原案を作成する、こういうプロセスで現在進んでおります。 

 先ほど来お話がありました印旛沼の整備に関しましても、現在、整備計画で、印旛沼を

利用した放水路計画というのが位置づけられた後で、また具体的な施設計画等について、

地域の関係者の方々のご意見を聞きながら策定してまいりたいと思いますので、今後とも

よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

【事務局（鶴岡）】  ありがとうございます。 

 今の説明について、何かご質問等がございましたら、お願いしたいと思います。よろし

いでしょうか。 

 ありがとうございました。 

以上で、報告事項についての説明を終わらせていただきます。 
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6．閉 会 

 

【事務局（鶴岡）】  この後、連絡事項ということで、皆さん、お願いがございます。事

務局より、今後の予定を連絡させていただきます。本日の資料及び議事内容については、

県庁河川計画課、印旛地域整備センター、千葉地域整備センター、葛南地域整備センター、

成田整備事務所、千葉県文書館行政資料室及び関係する市役所、町村役場にて公開させて

いただきます。 

 また、県庁のホームページ上でも閲覧できるようにいたします。 

 公開は、議事録の作成作業に時間が必要となりますので、平成１９年５月をめどに準備

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 また、本日発言できなかった意見につきましては、お配りしてあります意見用紙に記載

の上、郵便もしくはファクスにて募集いたしておりますので、３月末までに事務局まで提

出いただければと思います。よろしくお願いします。 

 最後に、次回の印旛沼部会の開催時期ですが、改めてご連絡を差し上げるということで、

お願いしたいと思います。 

 出口座長並びに委員の皆様方、長時間にわたって熱心なご討議をいただきまして、あり

がとうございました。これをもちまして、第４回手賀沼・印旛沼・根木名川圏域流域懇談

会印旛沼部会を閉会とさせていただきます。ありがとうございました。 

 


